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デファクト標準との違い

インターネットが機能するのは、接続

されるコンポーネントが決められたルー

ルにしたがって動作しているからである。

このルールのことを「プロトコル」あるい

は「標準」と呼び、ルールを決める作業

を「標準化」と言うのである。

標準が決められる過程には、多くの人

が利用した結果として事実上の標準と

なる「デファクト標準」（De Facto

Standard）と、あらかじめ議論して決めら

れる「デジュア 標 準 」（ De Jure

Standard）がある。デファクト標準は、

市場において製品が普及していくといっ

た過程で形成されていくものであるが、

インターネットで利用されている多くの標

準は、デジュア標準として議論を経て決

められている。

この連載では、インターネットで用い

られる「標準」について紹介しながら、

さまざまなところで進められている標準

化作業の最新情報や動向などを取り上

げていく。

●

デジュア標準を決める議論は、標準

化組織と呼ばれる場において行われて

いる。インターネットに関連する標準化

組織には、IETFとITU、ISOの3組織が

ある。以下では、これらの組織の役割につ

いて述べる。

誰でも参加できるIETF

ま ず、 IETF（ Internet Engineering

Task Force） は、インターネットの

基本的な標準を決めているグループであ

る。IPやTCPといったインターネットの根

幹を成すプロトコルから、各種アプリケー

ションプロトコルまで、さまざまな技術につ

いて議論して標準化を行っている。IETF

には、インターネット技術に興味をもつ技

術者なら誰でも参加することが可能であり、

日本からも多くの技術者や研究者が参加

している。

議論するトピックごとにWG（Working

Group）と呼ばれるグループにわかれて議

論が進められており、年3回のミーティング

とメーリングリスト上での議論で検討が進

められている。IETFにおいて取り扱われて

いる技術の範囲は、原則としてネットワー

ク層以上の技術であり、ネットワークインタ

ーフェイスなどのデータリンク／物理層の

技術については原則として取り扱わないこ

とになっている。ただし、新しいデータリン

クが登場してきた際に、そのデータリンク

をどのようにしてインターネットで利用する

かは、議論の対象である。

また、他の組織において十分に議論さ

れた技術については、IETFは追認すると

いう方針を採っている。たとえば、WWW

に関する技術はW3C（World Wide Web

Consortium） において議論が進めら

れており、IETFはこの議論に基づいて標

準を決定している。

IETF で決められた標準は、RFC

（Request For Comments）と呼ばれる文

書として公開されており、誰でも入手が可

能である。

電気通信分野のITU

次に、もともとは電話関連の標準を決

める活動を行ってきた組織が I TU

（International Telecommunication Union）で

ある 。ITU-R（Radio Communica-

tion）やITU-T（Telecom Standardization）、

ITU-D（ Telecom Development）の 3つ

の部門で構成されている。このうち、特に

インターネットに関係する活動を行ってい

るのが ITU-Tである。古くはCCITT

（Consultative Committee for Internatio-

nal Telephony and Telegraphy）と呼ば

れていたグループが、1993年3月に改組さ

れたものである。

話題ごとにSG（Study Group）と呼ば

れるグループにわかれて議論が進められて

いる。国や地域といったメンバーシップで

参加メンバーが構成されており、標準の決

定プロセスにおいても各メンバーが1票ず

つを持ち投票によって決められる。

基本的に電気通信にかかわる標準を取

り扱っており、たとえばモデムの規格であ

常に進化するインターネットを支える活動
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る「V.90」やパケット通信の規格「X.25」、

インターネット電話の規格「H.323」、ディ

レクトリーサービス「X.500」といった標準

は、ITU-Tにおいて取り扱われている標

準である。

また、近年インターネットにかかわる技術

はIETFと協調して検討が進められており、

インターネットFAXに関する標準では

RFC2305が「T.37」として参照されている。

こうした各標準は有償で入手可能である。

なお、国内においては総務省（旧郵政

省）が担当しており、情報通信技術委員会

（TTC：Telecommunication Technology

Comittee）などにおいて議論が進められて

いる。

工業分野を認定するISO

最後に、ネジから文字コード、C言語、イ

ーサネットなどのデータリンクにいたるまで、

さまざまな標準（規格）を定めているのが

ISO（ International Organization for

Standardizat ion） である。TC

（Technical Comittee）と呼ばれるグルー

プで議論が進められている。そしてITUと

同様に、国や地域をメンバーシップの基本

果を用いている。たとえば、イーサネットは

IEEE802.3であるが、ISOではISO8802-

3となる。

●

実際の標準化作業は、これら3つの組織

を中心にさまざまな組織によって行われて

いる。また、単純に標準を作成するだけで

はインターネットは動かない。標準にしたが

って作られたソフトウェアやハードウェアが、

相互に接続されることを確認して、はじめて

動くインターネットができあがるのである。

そのため、相互接続実験や検証ツールの

開発などを行う組織も存在している。

常に進化を続けるインターネットである

が、これはこうした活動の結果として実現さ

れているのである。

IETF http://www.ietf.org/

W3C http://www.w3c.org/

ITU http://www.itu.int/

ISO http://www.iso.org/

ANSI http://www.ansi.org/

IEEE http://www.ieee.org/

としている。

国内では、経済産業省（通産省）が担当

しており、いわゆるJIS（Japan Industrial

Standard）がこれに対応している。ここで

も各標準は有償で入手可能である。

かつては、ISOにおいてもOSI（Open

Systems Interconnection、開放型シス

テム間接続）と呼ばれるネットワークプロト

コルが設計されたが、先にインターネットが

普及したため、広まるまでにはいたらなかっ

た。現在では7階層の参照モデルだけが、

階層型ネットワークアーキテクチャーを説

明するモデルとして利用されるに留まって

いる。

標準化の過程においては、TCで進めら

れる議論に基づいて決められるだけでな

く、ほかの組織で決められた標準を認定

することで、標準を決めることも行われて

いる。たとえば、C言語の標準はANSI

（ American National Standard Institu-

te） によって決められたものを基盤

に、ISO Cとして決定されている。また、

イーサネットなどのネットワークインターフ

ェイスに関する標準は、IEEE（the

Institute of Electrical and Electronics

Engineers, Inc.） で議論された結
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インターネットを構成する技術について、各標準化組織がどの技術の標準化を担当
しているかを示した。また、各組織と連携している個別の標準化組織との関係も示
している。実際には明確な境界があるわけでなく、各組織が相互に連携しながら標
準化を進めている。
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